
 

 
ドイツは、福島の事故を受けて原発ゼロを決め、

将来の脱化石エネルギーめざして、省エネ、エネル

ギーの高度利用、再生可能エネルギーの三つを柱に

エネルギーの大転換をはかろうとしています。 

しかもその転換は、そのまま地域を豊かにする施

策につながるところに魅力があります。」フライブル

ク在住で環境ジャーナリストの村上敦さんに、ドイ

ツから学べることは何かをお話しいただきます。 

ドイツ在住の環境ジャーナリスト。  

日本で土木工学部、ゼネコン勤務を経て、環境問題を意

識し、ドイツ・フライブルクへ留学。  

フライブルク地方市役所・建設局に勤務の後、2002 年

から独立し、ドイツの環境政策、都市計画、エネルギー

日時：2013年 2月 4日（火） 

18時開場 18時 30分開演 

場所：あざれあ 2階大会議室 

静岡駅から徒歩 9 分、駐車場はご利用できませんの

で、公共交通機関でお越しください 

会費：800円（学生 500円） 
主催：エネルギー転換を考える実行委員会 
連絡先 静岡県評 054-287-1293 

プロフィール 
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政策を日本に紹介する。  

多様なメディアへの寄稿と企画協力、環境関連の調査、

自治体／企業への環境コンサルティング、講演活動を続

ける。  

南ドイツの自治体や環境関連の専門家、研究所、NPO な

どとのネットワークも厚い。  


